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(54)【発明の名称】 機能選択型機器

(57)【要約】
【課題】  仕向け地に応じた操作部シート等の選択情報
保持部材を検知して自動的に対応するソフトウェア等に
切り換えられるようにした機能選択型機器を提供する。
【解決手段】  超音波診断装置では仕向け地別にシート
１５が貼付されてデータ入力等を行う操作部が形成され
るようになっており、貼付前の操作部４′には所定位置
に識別用センサ１６が設けてあり、仕向け地別シート１
５が貼付されると、識別させるためのマーク配列１７の
各エレメントが検知され、ソフトウェア切換部を介して
仕向け地別ソフトウェアメモリから対応する仕向け地別
ソフトウェアが読み出されて自動的に検知された仕向け
地別シート１５に対応した機能を持つようになる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  使用条件に合わせて機能を選択的に切り
換えることが可能な機能選択型機器において、
操作部を有する入力手段と、
前記入力手段を介して前記機能を選択するための選択情
報を保持する選択情報保持部を有し、互いに異なる選択
情報を保持する複数の種類の選択情報保持部材と、
前記選択情報保持部材の前記選択情報保持部の示す前記
選択情報を検知する前記入力手段に設けられた検知手段
と、
前記検知手段の検出結果に基づいて前記機能選択型機器
の機能を選択する切り換え手段と、
を備えたことを特徴とする機能選択型機器。
【請求項２】  画像・文字を表示するモニタを有し、前
記モニタに表示する画像・文字の種類を選択的に切り換
えることが可能な機能選択型機器において、
操作部を有する入力手段と、
前記入力手段を介して前記機能を選択するための選択情
報を保持する選択情報保持部を有し、互いに異なる選択
情報を保持する複数の種類の選択情報保持部材と、
前記選択情報保持部材の前記選択情報保持部の示す前記
選択情報を検知する前記入力手段に設けられた検知手段
と、
前記検知手段の検出結果に基づいて前記モニタに表示す
る画像・文字の種類を選択的に切り換える切り換え手段
と、
を備えたことを特徴とする機能選択型機器。
【請求項３】  前記選択情報保持部材はシート状の部材
であって、
前記選択情報保持部材に設けられた第１の位置決め用の
指標と、
前記入力手段の前記位置決め用の指標と対応する位置に
設けられた、前記選択情報保持部材を前記入力手段に装
着する際の第２の位置決め用の指標と、
前記選択情報保持部材の前記入力手段への装着時に前記
第２の位置決め手段を顕在化する位置決め選択手段と、
を備えたことを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の機能選択型機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は貼付される仕向け地
別シートに対応したソフトウェアを使用することにより
仕向け地に応じた機能を持たせる機能選択型機器に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、出荷する仕向け地に
応じて、操作部（キーボード）に表記する内容（言語、
言語の配列、シンボルマーク）、画面に表記する内容
（言語）が、異なっている。そのため、仕向け地に応じ
た表示をした操作部と、仕向け地に応じたソフトウェア
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がインストールされた装置本体を用意している。こうす
ることによって、仕向け地に応じた機能を持つ超音波診
断装置を用意することができる。
【０００３】この方法では、例えば、日本向けに超音波
診断装置を用意する場合、日本語表記した操作部と、画
面に日本語で表示するソフトウェアを備えた装置本体を
用意する。一方、米国向けに超音波診断装置を用意する
場合、英語表記した操作部と、画面に英語で表示するソ
フトウェアを備えた装置本体を用意する。
【０００４】ところが、この方法では、同じ仕様の超音
波診断装置でも、仕向け地の数だけ、異なった超音波診
断装置が存在することになり、在庫をたくさん抱える等
コストが高くなる。
【０００５】そのため、仕向け地別に操作部を用意する
ことに対して実公平６－６９１１では、仕向け地別にシ
ートを用意し、シートの貼り替えだけで対応させてい
る。仕向け地別に画面の表示言語を変えることに対して
は、装置本体にインストールされるソフトウェアを複数
の仕向け地分用意し、仕向け地に応じて、起動するソフ
トウェアを切り換えることで対応している。
【０００６】この方法だと、操作部、装置本体は１種類
でよく、操作部のシートのみを仕向け地分用意するだけ
でよい。この場合、日本向けに超音波診断装置を用意す
る場合、日本向け操作部シートと、操作部、装置本体を
用意し、出荷または納品時装置本体のソフトウェアを日
本向けになるよう切り換えればよい。他、米国、欧州な
ども同様に仕向け地別シートを用意し、ソフトウェアを
仕向け地用に切り換えればよい。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】従来技術の、操作部の
ための仕向け地シートを用意し、ソフトウェアを仕向け
地別に切り換える場合、出荷時または納品時にソフトウ
ェアを切り換えるという作業が生じる。
【０００８】この場合、以下のような問題点が生じる。
仕向け地別シートを貼る作業と、装置本体ソフトウェア
を切り換える作業は、必ず組み合わせて行わなければな
らない（仕向け地別シートを貼った操作部に接続される
装置本体のソフトウェアを切り換える必要がある）。人
が、装置本体ソフトウェアを切り換えるため、切換ミス
が発生する可能性がある。
【０００９】１回仕向け地用に設定した操作部と装置本
体を必ず組み合わせて使用しなければならないため、装
置本体の交換、操作部の交換が発生した場合、再度、仕
向け地設定を行わなければならない。
【００１０】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、仕向け地に応じた操作部シート等
の選択情報保持部材を検知して自動的に対応するソフト
ウェア等に切り換えられるようにした機能選択型機器を
提供することを目的とする。
【００１１】
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【課題を解決するための手段】使用条件に合わせて機能
を選択的に切り換えることが可能な機能選択型機器にお
いて、操作部を有する入力手段と、前記入力手段を介し
て前記機能を選択するための選択情報を保持する選択情
報保持部を有し、互いに異なる選択情報を保持する複数
の種類の選択情報保持部材と、前記選択情報保持部材の
前記選択情報保持部の示す前記選択情報を検知する前記
入力手段に設けられた検知手段と、前記検知手段の検出
結果に基づいて前記機能選択型機器の機能を選択する切
り換え手段と、を備えたことにより、入力手段に装着さ
れる選択情報保持部材における選択情報を検知して自動
的に対応するソフトウェアを読み出す等して対応する機
能に切り換えられるようにしている。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態の
超音波診断装置の全体構成を示し、図２は操作部とこれ
に貼付される仕向け地用シートを示し、図３は仕向け地
別シートの例を示し、図４は仕向け地に応じて表示装置
で表示される画面例を示す。
【００１３】図１に示すように本発明の機能選択型機器
としての第１の実施の形態の超音波診断装置１は超音波
を送信し被写体からのエコー信号を受信する超音波振動
子２と、この超音波振動子２が接続され、超音波振動子
２に対する信号処理などを行い、映像信号を生成する装
置本体３と、診断装置１を制御する入力操作、データ入
力等を行う入力手段としての機能を持つ操作部４と、超
音波断層画像を表示する表示装置５とからなる。超音波
振動子２は例えば（図示しない）機械走査式プローブ内
に設けてあり、機械的に回転駆動され、ラジアル走査等
を行う。
【００１４】装置本体２は、超音波振動子２による超音
波送受信の処理をする送信／受信回路６、図示しないＡ
／Ｄ変換器、超音波のデジタルデータを画像の走査方向
に合わせるための座標変換等をする超音波画像生成部
７、操作部４と接続され、操作部４の操作に対する演算
を行う操作演算部８、画面上にカーソル、キャラクタ等
のグラフィックデータを発生・表示するグラフィック生
成部９、超音波画像とキャラクタを合成して表示画像を
生成して表示装置５に出力する画像合成部１１、仕向け
地に応じた複数のソフトウェアを記憶する仕向け地別ソ
フトウェアメモリ１２、操作部４から送られた仕向け地
データに応じてソフトウェアを切り換えるソフトウェア
切換部１３を有する。
【００１５】図２は本実施の形態における（仕向け地別
の操作部に設定される設定前の）操作部４′に仕向け地
の選択情報保持部材としてのシート１５を貼付により装
着して、仕向け地別の操作部４にする説明図である。設
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定前の操作部４′には仕向け地別シート１５が貼られる
と共に、その貼られたシート１５の仕向け地を検知する
ためのセンサ１６が設けてある。この場合、仕向け地別
シート１５の例えば裏面には、仕向け地毎で異なった
（仕向け地の選択情報或いは識別用情報を保持する）マ
ーク配列１７が用意されており、操作部４′にシート１
５を貼付するとセンサ１６部分にマーク配列１７が位置
し、そのマーク配列が検知される。
【００１６】このマーク配列１７は、例えば白黒白等の
マークエレメントを配列させて構成され、センサ１６は
各配列のマークエレメントの白か黒を検知できるように
マークエレメント数のセンサエレメントを設けている。
なお、図２では、配列のマークエレメント数及びセンサ
エレメント数を３としているが、配列（及びセンサ）の
エレメント数は異なる仕向け地の総数等によって決定さ
れる任意のものでよい。
【００１７】例えば４カ国（まで）対応の場合、エレメ
ント数を２とし、８カ国対応の場合、エレメント数を３
とすればよい。また、センサ１６は、仕向け地を誤認識
しないように各エレメントを２つ以上で構成するように
してもよい。
【００１８】図３は仕向け地別シートの例であり、図３
（Ａ）は日本向けの仕向地別シート１５Ａを示し、図３
（Ｂ）は米国向けの仕向地別シート１５Ｂを示し、図３
（Ｃ）はフランス向けの仕向地別シート１５Ｃを示す。
【００１９】各シート１５Ｉ（Ｉ＝Ａ，Ｂ，Ｃ）は例え
ばキースイッチの上に貼付されるキースイッチシート部
１８の他に、レリーズスイッチ及びフリーズスイッチの
上に貼付され、各指示内容を言語で表示或いは記号で表
示する指示スイッチシート部、ゲインアップとゲインダ
ウンのスイッチの付近に貼付されるシート部等からな
る。
【００２０】仕向け地によって、表示言語が異なるだけ
でなく、同じキースイッチでも配置が異なるキー配列に
する場合もある。例えば図３（Ａ）と（Ｂ）とでは同じ
キー配列にしているが、図（Ｃ）は図３（Ｂ）とは異な
るキー配列になっている。
【００２１】図４は、仕向け地に応じて表示装置５に表
示される画面例を示し、図４（Ａ）は日本向けの仕向地
での表示例を示し、図４（Ｂ）は米国向けの仕向地での
表示例を示し、図４（Ｃ）はフランス向けの仕向地での
表示例を示す。つまり、超音波画像の表示エリア１９の
左横のエリアには仕向地により異なる言語等で名前（患
者名）等が表示される。
【００２２】次に本実施の形態の作用を示す。超音波振
動子２で送信した超音波のエコー信号を受信する。エコ
ー信号は、送信／受信回路６に入り、図示しないＡ／Ｄ
変換器でデジタルデータに変換され超音波画像生成部７
で座標変換される。
【００２３】操作演算部８では、操作部４からのデータ
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入力、制御或いは指示信号により所定の演算操作を行
い、制御命令等を送信／受信回路６や超音波画像生成部
７に送ったり、画面上に表示するグラフィックデータを
グラフィック生成部９にそれぞれ送る。
【００２４】例えば、ゲインアップのスイッチが操作さ
れると、送信／受信回路６のゲインをアップし、またフ
リーズスイッチが操作されると、超音波画像生成部７内
のメモリの更新を禁止して、フリーズした画像を出力さ
せる。また、データ入力があると、対応するグラフィッ
クデータをグラフィック生成部９に送る。
【００２５】画像合成部１１では、グラフィック生成部
９で生成した画面上のカーソル、キャラクタ等のグラフ
ィックデータと、超音波画像生成部７で生成した超音波
画像データを合成し、表示画像として出力し、表示装置
５で図４に示すように表示する。
【００２６】次に仕向け地別ソフトウェアの切換操作の
具体的な作用について説明する。操作部４に、仕向け地
別シート１５を貼る。すると、操作部４に設けたセンサ
１６により、シート１５の裏面のマーク配列１７の状態
を検知する。センサ１６によるマーク配列１７の状態の
検知はフォトカプラ（より具体的にはフォトリフレクタ
で反射光量を検出して白或いは黒などを２値化して判別
する）等で実現できる。センサ１６で検知したマーク配
列信号（例えば００１、０１０等）は装置本体３のソフ
トウェア切換部１３に送られる。
【００２７】ソフトウェア切換部１３では、操作部４か
ら送られたマーク配列によって、起動するソフトウェア
の仕向け地を切り換える。そして、仕向け地に応じたソ
フトウェアが、ソフトウェアメモリ１２から読み出され
る。例えば配列が０００なら日本語ソフトウェア、００
１なら英語ソフトウェア、０１０ならフランス語ソフト
ウェアをソフトウェアメモリ１２から読み出し、切り換
える。
【００２８】なお、ソフトウェアの切換は、常時行って
もよいが、必要時以外に過度に行うことによる誤動作が
伴う可能性のある切換を防止するため、電源立ち上げ時
のみや、仕向け地切換モード中の時だけ、ソフトウェア
切換できるようにしてもよい。
【００２９】装置本体３は、ソフトウェア切換部１３で
ソフトウェアメモリ１２から読み出したソフトウェアで
動作する。それによってグラフィック生成部９で発生す
る言語が異なり、キースイッチの配列に対応した操作が
できる。
【００３０】つまり、操作部４に貼付したシート１５Ｉ
に応じてそのシート１５Ｉに対応したソフトウェアが自
動的に読み出され、そのソフトウェアでシート１５Ｉに
合った動作を行うようにできる。実際の使用では次のよ
うになる。図３の日本向けシート１５Ａを貼った場合、
日本向けソフトウェアで起動する。この場合には、表示
装置５に表示される画面は、図４（Ａ）の画面例（日本
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向け）のようになる。
【００３１】図３（Ｂ）の米国向けシート１５Ｂを貼っ
た場合、米国向けソフトウェアで起動する。この場合に
は表示装置５に表示される画面は、図４（Ｂ）の画面例
（米国向け）のようになる。図３（Ｃ）のフランス向け
シート１５Ｃを貼った場合、フランス向けソフトウェア
で起動する。この場合には表示装置５に表示される画面
は、図４（Ｃ）の画面例（フランス向け）のようにな
る。
【００３２】フランス向けの場合、日本向けや米国向け
シートのキースイッチと、配列が異なるが（図３各シー
ト左上のＱ、Ａ、Ｗ、Ｚ等の位置）、ソフトウェアが異
なるため、操作部４で押されたキーを自動的に正しく表
示できる。これは本実施の形態で記載してない、他の言
語についても同様に自動的に正しく表示できる。このよ
うにして、操作部４に仕向け地別シート１５を貼ること
で、自動的に仕向け地に応じたソフトウェアで動作させ
ることができる。
【００３３】これは、装置立ち上げ時に操作部４のシー
ト１５の仕向け地を確認するので、出荷または納品後、
操作部と装置本体の組み合わせを変えても操作部４のシ
ート１５に合わせたソフトウェアで起動することができ
る。
【００３４】本実施の形態は以下の効果を有する。上記
構成によって、操作部４に仕向け地に応じたシート１５
を貼ることで、装置本体３のソフトウェアも仕向け地に
応じたものに自動的に切り換わり、人が手動でソフトウ
ェア切り換える手間が省け、また、ソフトウェア手動切
換の場合のミスをなくすことができる。
【００３５】また、装置立ち上げ時に操作部４のシート
１５に仕向け地を確認するので、出荷または納品後、操
作部４と装置本体３の組み合わせを変えても、自動的に
操作部４のシート１５に合わせたソフトウェアで起動す
ることになる。
【００３６】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図５を参照して説明する。図５は本実施の
形態における設定前の操作部２１とこれに貼付される仕
向け地別シート２２を記す。操作部２１には、表示され
ない各種スイッチの他にＬＥＤ２３、２４が設けてあ
る。なお、ＬＥＤ数は、本実施の形態では２個である
が、３個以上であってもよい。
【００３７】一方、仕向け地別シート２２には、操作部
２１に設けたＬＥＤ２３、２４の位置にそれぞれ合わせ
て貼り付ける部分が透明な透明部分（窓）２５、２６が
設けてある。その他の構成は第１の実施の形態と同様で
ある。
【００３８】次に本実施の形態の作用を説明する。仕向
け地別シート２２を貼る場合の作用について記す。仕向
け地別シート２２の透明部分２５と操作部２１のＬＥＤ
２３を合わせ、同時に仕向け地別シート２２の透明部分
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7
２６と操作部２１のＬＥＤ２４とを合わせるようにし
て、仕向け地別シート２２を貼り付ける。
【００３９】仕向け地別シート２２を貼る場合、位置合
わせのためのＬＥＤ２３、２４の位置がはっきりわかる
ように、ＬＥＤ２３、２４を点灯させる。ＬＥＤ２３、
２４の点灯制御は、第１の実施の形態で記しているソフ
トウェアの切換時のみ行うよう、装置本体３で行う。
【００４０】なお、本実施の形態は、図５のように仕向
け地別シート２２の位置合わせにＬＥＤ２３、２４とシ
ート２２の透明部分２５、２６を使用するが、操作部２
１に位置合わせのための突起を設け、仕向け地別シート
２２を貼る場合、突起とシート２２の縁を合わせるよう
に貼ってもよい。
【００４１】本実施の形態は以下の効果を有する。上記
構成によって、仕向け地別シート２２を簡単にかつ精度
よく操作部２１に貼ることができる。それにより、仕向
け地別シート２２を貼る前と同等のスイッチ操作感を得
ることができる。
【００４２】［付記］
１．使用条件に合わせて機能を選択的に切り換えること
が可能な機能選択型機器において、操作部を有する入力
手段と、前記入力手段を介して前記機能を選択するため
の選択情報を保持する選択情報保持部を有し、互いに異
なる選択情報を保持する複数の種類の選択情報保持部材
と、前記選択情報保持部材の前記選択情報保持部の示す
前記選択情報を検知する前記入力手段に設けられた検知
手段と、前記検知手段の検出結果に基づいて前記機能選
択型機器の機能を選択する切り換え手段と、を備えたこ
とを特徴とする機能選択型機器。
【００４３】２．画像・文字を表示するモニタを有し、
前記モニタに表示する画像・文字の種類を選択的に切り
換えることが可能な機能選択型機器において、操作部を
有する入力手段と、前記入力手段を介して前記機能を選
択するための選択情報を保持する選択情報保持部を有
し、互いに異なる選択情報を保持する複数の種類の選択
情報保持部材と、前記選択情報保持部材の前記選択情報
保持部の示す前記選択情報を検知する前記入力手段に設
けられた検知手段と、前記検知手段の検出結果に基づい
て前記モニタに表示する画像・文字の種類を選択的に切
り換える切り換え手段と、を備えたことを特徴とする機
能選択型機器。
３．前記選択情報保持部材はシート状の部材であって、
前記選択情報保持部材に設けられた第１の位置決め用の
指標と、前記入力手段の前記位置決め用の指標と対応す
る位置に設けられた、前記選択情報保持部材を前記入力
手段に装着する際の第２の位置決め用の指標と、前記選
択情報保持部材の前記入力手段への装着時に前記第２の
位置決め手段を顕在化する位置決め選択手段と、を備え
たことを特徴とする付記１または２に記載の機能選択型
機器。 *
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*４．使用条件に合わせて機能を切り換えることが可能な
機能選択型機器において、操作入力を行う操作部と、前
記使用条件に対応して前記操作部に選択的に装着され、
識別させるための識別用情報保持部をそれぞれ備えた複
数の装着部材と、前記操作部に設けられ、各識別用情報
保持部を識別する検知手段と、前記検知手段の検知結果
により、前記機能選択型機器の機能を切り換える切り換
え手段と、を備えた機能選択型機器。
【００４４】５．超音波を送受する超音波振動子を備え
た機械走査式プローブと、その超音波振動子から超音波
を発信させ、超音波振動子が受信した超音波データを受
ける送信／受信回路と、その受信信号をデジタル信号に
変換するＡ／Ｄ変換器と、そのデジタルデータを記録す
る超音波メモリと、超音波データの画像として変換する
座標変換部と、画像上にキャラクタを表示させるグラフ
ィック生成部と、超音波画像とキャラクタを合成して画
像とする画像合成部と、操作部とからなり、操作部には
操作部に表示されるシート内容を検知するセンサを設
け、起動するソフトウェアの表示内容をセンサで検知し
たシート内容に合わせた最適なものに自動的に変換する
手段とを、備えたことを特徴とする超音波診断装置。
６．付記５の超音波診断装置において、操作部とそれに
表示シートを装着する際、シートの位置合わせのための
機構を設け、その機構は、表示シートを装着するときに
有効となる手段とを、備えたことを特徴とする超音波診
断装置。
【００４５】（付記６に対する従来技術の問題点）従来
技術の操作部のための仕向け地シートを用意して操作部
に貼る場合、仕向け地シートを正しい位置に貼る必要が
ある。この場合、以下のような問題点が生じる。人が仕
向け地シートを貼るため、正しい位置に貼れない可能性
がある。仕向け地シートを正しい位置に貼らないと、所
望のスイッチの操作感が得られない。
【００４６】（付記６に対する目的）仕向け地別シート
を貼る場合、簡単にかつ精度よく行えるようにする。
（付記６の作用効果）付記６の構成によると、仕向け地
別シートを簡単にかつ精度よく貼ることができる。それ
により、仕向け地別シートを貼る前と同等のスイッチ操
作感を得ることができる。
【００４７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の
全体構成を示すブロック図。
【図２】操作部とこれに貼付される仕向け地用シートを
示す図。
【図３】仕向け地別シートの例を示す図。
【図４】仕向け地に応じて表示装置で表示される画面例
を示す図。
【図５】本発明の第２の実施の形態における操作部とこ
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れに貼付されるシートを示す説明図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波振動子
３…装置本体
４…操作部
５…表示装置
６…送信／受信回路
７…超音波画像生成部 *
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*８…操作演算部
９…グラフィック生成部
１１…画像合成部
１２…仕向け地別ソフトウェア
１３…ソフトウェア切換部
１５…仕向け地別シート
１６…センサ
１７…マーク配列

【図１】

【図２】

【図３】
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